
CONTENTS

２月定例会の概要 2

市政に対する一般質問 4

常任委員会レポート・
特別委員会報告 10

　愛野公園の高台にある展望広場からは、市内を広く
望むことができます。「ふくろい遠州の花火」のとき
には、夜空を彩る全国屈指の花火を眺められます。

眺望地点（ビューポイント)　
愛野公園（小野田）

No.50No.50
平成27年5月1日



●
2
月
定
例
会
の
概
要

2 月 定 例 会

平成27年5月オープンの総合健康センター（東側に新設した玄関）

袋
井
市
議
会

基
本
条
例
を
制
定

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算  

　

新
年
度
の
予
算
額
は
、
3
2
1
億
8
0
0
0
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
2
．
6
%
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

主
な
新
規
事
業

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設

 

　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
16
億
8
1
3
3
万
円

●
子
育
て
支
援
エ
リ
ア
「
育
ち
の
森
」
整
備

 

　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
1
億
8
0
0
万
円

●
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
整
備
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
5
9
8
0
万
円

●
消
防
庁
舎
用
地
及
び
（
仮
称
）
防
災
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
9
4
3
万
円

●
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
i
n
ふ
く
ろ
い
開
催

 

　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
5
8
7
万
円

●
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
 …
…
5
6
2
万
円

主
要
な
事
業

●
同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業（
浅
羽
局
全
71
局
分
） 

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
2
億
7
5
0
0
万
円

●
命
山
整
備
事
業（
湊
西
、中
新
田
、東
同
笠
・
大
野
） 

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
2
億
6
2
4
5
万
円

●
み
つ
か
わ
夢
の
丘
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
2
億
4
8
7
万
円

●
袋
井
駅
前 

新
観
光
案
内
所
設
置
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
5
5
2
2
万
円

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
・
第
2
号
）

　

第
1
号
は
、
P
F
I
手
法
に
よ
る
体
育
館
整
備
に
関
連

す
る
予
算
で
、
債
務
負
担
行
為　

総
合
体
育
館
P
F
I
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託 

3
0
0
0
万
円
で
す
。
こ
れ

は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
か
ら
切
り
離
し
、

時
間
を
か
け
て
継
続
審
査
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
債
務
負
担
行
為
の
み
の
議
案
と
し
て
追
加
す

る
も
の
で
す
。

　

第
2
号
は
、
一
部
破
損
し
た
月
見
の
里
学
遊
館
の
水
玉

プ
ー
ル
の
天
井
を
全
面
改
修
す
る
た
め
、
工
事
費
7
5
0
0

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
予

算
総
額
は
3
2
2
億
5
5
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
4
月
1
日
施
行

　

市
議
会
は
、
2
月
定
例
会
を
2
月
24
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
・
補
正
予
算
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予

算
を
は
じ
め
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
や
袋

井
市
墓
地
条
例
の
制
定
な
ど
48
議
案
と
2
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
は
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
の
議
案
は
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は
議
会
基
本
条
例
の
制
定
（
詳
細
は
最
終
面
参
照
）
、
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
の
2

議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
8
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
1
7
8
億

3
5
3
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
5
．
5
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
か
ら
墓
地
事
業
特
別
会
計
（
予
算
額
1
億
3
0
0
0
万
円
）

が
新
設
さ
れ
、
秋
に
開
園
予
定
の
市
営
墓
地
「
袋
井
市
夢
の
丘
墓
園
」
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
企
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
会
計
は
23
億
7
4
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
0
．
7
%
の

増
額
、
病
院
事
業
会
計
は
11
億
5
8
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
15
．

5
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
・
第
6
号
）

〈
第
5
号
〉
主
に
、
各
種
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
5
億
6
8
0
0
万
円
の
減
額
を
す
る

も
の
で
す
。

〈
第
6
号
〉
国
の
補
正
予
算
に
措
置
さ
れ
た
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
の
追
加
に
よ
り
、
1
億
1
8
0
0
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

 

こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
予
算
総
額
は
3
1
6
億
5
0
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
6
号
補
正
の
主
な
も
の
〉

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

●
袋
井
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
7
4
0
0
万
円

地
方
創
生
先
行
型

●
世
界
に
飛
び
出
せ
メ
イ
ド
イ
ン
袋
井
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
8
0
0
万
円

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
8
0
0
万
円

●「
子
育
て
す
る
な
ら
袋
井
市
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
 …
8
0
0
万
円

　

条　

例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
健
・
予
防
、
医
療
、
介
護
・
福
祉
分
野
の
拠
点
と
な
る
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
墓
地
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

み
つ
か
わ
夢
の
丘
公
園
内
に
整
備
す
る
市
営
墓
地
の
管
理
運
営
に
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

人　

事
（
敬
称
略
）

●
副
市
長

　

吉
岡
伸
夫
副
市
長
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
な
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

鈴
木　

茂
（
堀
越
一
丁
目
）

　

そ
の
他

●
第
2
次
袋
井
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

　

こ
の
基
本
構
想
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
長

期
的
な
指
針
で
す
。
袋
井
市
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
を
「
活
力
と
創
造
で　

未
来

を
先
取
る　

日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
と
掲
げ
、
「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育
ち　

み
ん
な
が
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
す
ま
ち
」
「
活
力
に
あ
ふ
れ　

潤
い
と
安
全
・
安
心

を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
「
つ
な
が
り
と
交
流
を
大
切
に
し　

豊
か
な
市
民
力
で
未
来

を
拓
く
ま
ち
」
の
三
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　

平
成
27
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

　

反
対
：
高
橋
美
博
議
員
（
無
会
派
）

　

費
用
対
効
果
、
成
果
を
検
証
し
、
見
直
す
べ
き
事
業
で
あ
る
「
ふ
く
ろ
い
東
京
交
流
会
」
や
、
ロ

シ
ア
へ
の
販
売
実
績
も
わ
ず
か
で
あ
る
「
ロ
シ
ア
向
け
袋
井
茶
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
は
膨
大
な
個
人
情
報
を
国
が

一
手
に
握
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

　

賛
成
：
岡
本
幹
男
議
員
（
新
生
ふ
く
ろ
い
）

  

「
未
来
を
先
取
る
」
視
点
を
テ
ー
マ
と
し
た
予
算
で
あ
る
。
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
整
備
事
業
・
平
成

の
命
山
整
備
な
ど
の
防
災
施
策
や
、
健
康
づ
く
り
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

の
開
設
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
不
安
の
種
を
事
前
に
解
消
し
、
人
や
時
代
の
流
れ
を
見
据
え
た
取
り

組
み
が
随
所
に
見
ら
れ
る
前
向
き
な
予
算
で
あ
る
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
や
自
主
財
源
比
率
は

概
ね
良
好
な
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

討 論討 論 （主なもの）
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市政に対する　一 般 質 問

子
ど
も
の
安
全
安
心
の
た
め
に

虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
・
貧
困
な
ど
か

ら
子
ど
も
の
人
権
や
命
を
守
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、

心
を
一
つ
に
す
る
「
こ
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
考
え
は
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
袋
井
市
」
を
標

榜
し
て
い
く
上
で
話
題
に
な
っ
た
ら

関
係
者
と
協
議
し
た
い
。

本
市
に
は
「
児
童
福
祉
施
設
」
退
所

者
の
就
業
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
自
立

す
る
た
め
の
就
業
は
大
変
厳
し
い
。
市
と

し
て
も
会
を
支
援
す
る
考
え
は
。

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
広
報
ふ
く
ろ
い
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
市
内
企
業
等

に
は
就
労
体
験
の
場
の
提
供
や
協
力

事
業
所
と
し
て
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
な
ど
支
援
し
て
い
き
た
い
。

袋
井
駅
南
地
区
の

土
地
利
用
の
状
況
は

事
前
協
議
の
措
置
事
項
が
出
て
1
年

に
な
る
。
本
申
請
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
進
め
方
な
ど
に
問
題

は
な
か
っ
た
か
。
市
民
の
期
待
に
応
え
る

た
め
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

に
期
待
す
る
が
。

率
直
な
話
し
合
い
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
市
が
仲
介
に
入
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

震
災
に
備
え
電
柱
の
地
中
化
を

発
災
時
の
電
柱
の
倒
壊
は
、
被
害
の

拡
大
に
つ
な
が
り
復
旧
の
妨
げ
に
な
る
。

過
去
の
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
旧

東
海
道
沿
い
の
袋
井
地
区
は
、
住
宅
密
集

地
で
電
柱
の
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
。
電

柱
の
地
中
化
に
よ
り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
対
策
を
進
め

た
ら
ど
う
か
。

電
柱
の
地
中
化
は
、
地
震
発
生

時
や
台
風
に
よ
る
暴
風
発
生
時
に
お

い
て
、
被
害
発
生
を
抑
止
す
る
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

地
中
化
を
自
治
体
が
主
導
で
進
め
る

場
合
に
は
、
材
料
費
や
施
設
費
は
自

治
体
の
負
担
と
な
り
、
空
中
線
の
工

事
費
に
比
べ
約
30
倍
の
経
費
を
要
す

る
た
め
、
強
力
な
補
助
制
度
が
必
要

と
な
る
。
ま
ず
は
、
家
屋
の
耐
震
化

対
策
が
最
優
先
課
題
と
捉
え
る
。
今

後
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
際

に
は
、
都
市
景
観
、
観
光
振
興
、
災

害
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
も
電
柱
の

地
中
化
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

新
公
会
計
制
度
へ
の
対
応
は

総
務
省
か
ら
新
た
な
統
一
基
準
に
基

づ
く
会
計
処
理
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

発
生
主
義
・
複
式
簿
記
の
導
入

が
前
提
と
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
国
か

ら
提
供
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
確

認
な
ど
の
準
備
作
業
を
進
め
、
平
成

29
年
度
に
新
基
準
に
よ
る
平
成
28
年

度
決
算
に
係
る
財
務
書
類
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

田
中 

克
周 

議
員

整備が待たれる駅南地区

電柱の地中化のイメージ
（国土交通省中部地方整備局ホームページより）
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全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
の

内
容
は

本
年
6
月
27
、
28
日
に
エ
コ
パ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
本
事
業
の
目
的
は
。

本
事
業
は
、
全
国
の
メ
ロ
ン
産

地
や
販
売
に
関
わ
る
関
係
者
を
一
堂

に
集
め
、
そ
の
中
で
生
産
者
の
方
々

の
交
流
や
消
費
者
の
方
々
に
メ
ロ
ン

の
価
値
を
再
認
識
で
き
る
機
会
の
創

出
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
産
地
間

の
連
携
に
よ
り
新
た
な
販
売
商
品
の

開
発
や
、
メ
ロ
ン
栽
培
技
術
の
向
上

を
目
指
す
。

本
事
業
を
通
じ
て
本
市
の
ク
ラ
ウ
ン

メ
ロ
ン
の
未
来
を
ど
う
考
え
る
か
。

ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
は
、
市
全
体

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち

の
勢
い
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
本
事
業
の
成
功
を

ス
テ
ッ
プ
に
、
サ
ミ
ッ
ト
に
関
わ
っ

た
人
た
ち
や
若
い
生
産
者
た
ち
が
、

メ
ロ
ン
生
産
に
一
層
意
欲
を
燃
や
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

女
性
の
活
躍
推
進
を

男
性
が
家
事
を
手
伝
う
こ
と
も
現
在

で
は
シ
ェ
ア
と
い
う
表
現
が
適
切
で
あ

る
。
働
く
女
性
の
周
辺
環
境
を
変
え
る
た

め
の
啓
発
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

家
事
・
育
児
に
携
わ
る
男
性
は

増
え
て
い
る
が
、
更
な
る
家
事
参
加

や
職
場
に
お
い
て
の
働
き
方
の
見
直

し
、
制
度
の
導
入
な
ど
経
営
者
や
同

僚
へ
の
意
識
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

岡
本 

幹
男 

議
員

子
ど
も
の
未
来
を
拓
く

教
育
推
進
の
ね
ら
い
は

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た
袋

井
市
の
施
策
の
最
大
の
ね
ら
い
は
。

い
わ
ゆ
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
緩
和
と
、
袋
井
市
と
し
て
は
こ
れ

に
加
え
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
を

主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
小
学
校
教
科
担
任
制
や
英
語

科
教
員
の
小
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
授

業
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
民
館
の
施
設
管
理
は

袋
井
市
立
公
民
館
条
例
は
利
用
者
の

受
け
た
損
害
を
賠
償
し
な
い
旨
の
規
定
が

あ
り
、
憲
法
や
国
家
賠
償
法
に
違
反
し
て

い
な
い
か
。

公
民
館
の
設
置
ま
た
は
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
は
賠
償
責
任

を
負
う
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
違
反

す
る
も
の
で
は
な
い
。

近
隣
大
学
と
の
交
流
促
進
は

静
岡
産
業
大
学
経
営
学
部
の
地
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
の
機

能
を
、
袋
井
市
政
に
活
用
で
き
な
い
か
。

磐
田
市
の
静
岡
産
業
大
学
経
営

学
部
に
は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
が
あ

り
、「
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
や
「
健

康
増
進
教
室
」
な
ど
の
優
れ
た
取
り

組
み
を
、
袋
井
市
の
健
康
・
体
力
づ

く
り
施
策
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
連

携
を
図
り
た
い
。

販路拡大が期待されるクラウンメロン

浅羽中学校区の5校が取り組む小中連携
（魅力ある学校づくり調査研究事業）
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市政に対する　一 般 質 問

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
は

進
出
企
業
に
お
け
る
技
術
開
発
支
援

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

袋
井
国
際
次
世
代
自
動
車
セ
ン

タ
ー
が
本
格
的
に
稼
働
す
る
こ
と
か

ら
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
含
む
次

世
代
自
動
車
産
業
を
本
市
の
柱
と
し

て
い
け
る
よ
う
、
頻
繁
に
情
報
交
換

に
努
め
た
い
。

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
た
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
扱
う
企

業
が
本
市
に
進
出
さ
れ
た
こ
と
を
好

機
と
捉
え
、
本
市
の
地
域
事
情
・
特

色
を
活
か
し
、
効
果
的
に
活
用
で
き

る
分
野
に
つ
い
て
、
企
業
・
静
岡
理

工
科
大
学
と
と
も
に
情
報
交
換
、
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

公
共
下
水
道
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
流
れ

個
人
設
置
型
か
ら
市
町
村
設
置
型
へ

の
取
り
組
み
は
。

市
町
村
設
置
型
は
財
政
的
な
課

題
も
あ
る
が
、
生
活
環
境
の
改
善
と

良
質
な
水
環
境
の
保
全
に
は
有
効
で

あ
る
。
先
進
事
例
の
研
究
を
行
い
、

平
成
27
年
度
に
行
う
公
共
下
水
道
基

本
構
想
の
再
検
証
に
お
い
て
、
市
町

村
設
置
型
事
業
の
導
入
可
能
性
を
検

討
し
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

定
員
適
正
化
計
画
の
見
通
し
は

平
成
23
年
度
5
4
2
名
い
た
職
員

を
、
27
年
度
5
0
4
名
に
減
員
す
る
と
の

計
画
は
達
成
可
能
か
。
正
規
職
員
を
減
ら

し
て
も
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
を
大
幅
に

増
員
し
て
い
な
い
か
。

第
2
期
計
画
の
目
標
は
平
成
23

年
度
か
ら
5
年
間
で
44
人
の
減
員
だ

が
、
35
人
の
減
員
に
止
ま
り
、
目
標

達
成
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。嘱
託
・

臨
時
職
員
は
平
成
17
年
度
の
2
5
3

人
か
ら
25
年
度
の
3
9
0
人
へ
、

1
3
7
人
増
員
と
な
っ
た
。

ど
ま
ん
中
事
業
を

ど
う
進
め
る
か

 

来
年
の
東
海
道
袋
井
宿
開
設
四
○

○
年
祭
を
ど
う
進
め
る
か
。

平
成
28
年
10
月
29
・
30
日
に
時

代
絵
巻
パ
レ
ー
ド
な
ど
文
化
・
物
産

の
催
し
を
開
催
予
定
で
あ
る
。
メ
モ

リ
ア
ル
施
設
は
3
月
末
ま
で
に
意
見

集
約
を
図
り
、そ
の
後
決
定
し
た
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
計
画
は

予
定
通
り
か

国
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
の
引

き
下
げ
や
、
市
の
補
助
金
を
半
額
に
減
額

す
る
な
ど
、
平
成
30
年
4
0
0
0
件
の
設

置
目
標
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

平
成
27
年
2
月
現
在
、
住
宅
用

に
は
1
8
7
5
件
が
導
入
さ
れ
た
。

引
き
続
き
努
力
目
標
と
し
て
取
り
組

む
が
、
計
画
変
更
は
環
境
対
策
委
員

会
で
協
議
し
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

超小型モビリティ（国土交通省ホームページより）

メモリアル施設が予定されている袋井地区 
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地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

地
方
版
総
合
戦
略
と
本
市
の
第
2
次

総
合
計
画
と
の
関
連
性
は
ど
う
か
。

国
の
総
合
戦
略
と
市
の
総
合
計

画
は
、
人
口
に
関
す
る
課
題
や
基
本

目
標
も
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
第
2

次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
、
子
育
て
す
る
な
ら
袋
井
市
、
定

住
す
る
な
ら
袋
井
市
、
市
民
力
な
ら

袋
井
市
と
い
う
3
つ
の
方
向
性
の
中

で
袋
井
市
版
の
総
合
戦
略
を
策
定
し

て
い
き
た
い
。

雇
用
創
出
の
た
め
企
業
用
地
の
確
保

に
向
け
た
考
え
は
。

企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
工
場

用
地
の
創
出
に
向
け
て
、
新
た
に
防

潮
堤
整
備
と
連
携
し
た
豊
沢
地
区
開

発
（
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
早
急
に
進

め
た
い
。
地
域
雇
用
の
確
保
と
創
出

は
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る
た

め
、
将
来
に
向
け
三
川
地
区
な
ど
の

候
補
地
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
教
室
不
足
解
消
を

袋
井
北
小
学
校
、
山
名
小
学
校
、
周

南
中
学
校
は
教
室
不
足
の
心
配
が
あ
る
が

ど
う
か
。袋

井
北
小
、
周
南
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
両
校
と
も
数
年
後
に
5
教

室
程
度
の
教
室
不
足
を
見
込
ん
で
い

る
。
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に
転
用

し
、
な
お
か
つ
不
足
す
る
教
室
に
つ

い
て
は
、
教
育
活
動
に
支
障
の
な
い

よ
う
新
た
な
施
設
の
整
備
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

戸
塚 

哲
夫 

議
員

道
の
駅
の
設
置
は
ど
う
か

市
が
策
定
す
る
地
方
版
総
合
戦
略
や

新
総
合
計
画
に
、
道
の
駅
を
位
置
付
け
、

設
置
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

道
の
駅
は
、
道
路
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
個

性
や
魅
力
を
活
か
し
た
様
々
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
地
域
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
も
、近
年
、

高
い
ニ
ー
ズ
や
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

本
市
で
は
、
道
の
駅
の
条
件
を
満

た
す
用
地
は
、
国
道
1
号
線
、
国
道

1
5
0
号
線
沿
い
が
考
え
ら
れ
る

が
、
農
振
農
用
地
の
問
題
や
、
道
路

管
理
者
と
し
て
休
憩
施
設
の
必
要
性

の
判
断
、
併
設
店
舗
の
採
算
性
確
保

な
ど
克
服
す
べ
き
課
題
が
多
い
。

　

し
か
し
、
地
方
創
生
を
考
え
た
場

合
、
地
域
振
興
や
雇
用
の
創
出
、
に

ぎ
わ
い
や
交
流
の
促
進
な
ど
、
道
の

駅
が
も
た
ら
す
効
果
は
大
き
い
こ
と

か
ら
、
地
方
版
総
合
戦
略
へ
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

徘
徊
高
齢
者
の
捜
索
に

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
活
用
を

徘
徊
す
る
高
齢
者
の
早
期
発
見
、
保

護
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
活
用
し
て
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

「
は
い
か
い
S
0
S
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
の
効
果
が
、
地
域
の

理
解
が
得
ら
れ
表
れ
て
き
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

教室不足が見込まれる袋井北小学校

はいかいSOSネットワーク協力事業所のステッカー
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市政に対する　一 般 質 問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
市
の
取
り
組
む
介

護
事
業
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

旧
袋
井
市
民
病
院
内
に
総
合
健

康
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
医
療
と
介

護
の
連
携
や
認
知
症
施
策
、
介
護
予

防
を
推
進
し
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に

受
け
ら
れ
る
支
援
体
制
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
。
認
知
症
施
策
と
し
て
、
総
合

健
康
セ
ン
タ
ー
を
基
幹
と
し
、
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
や
支
援
推
進
員
の

配
置
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る

な
ど
、
認
知
症
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
初
期
支
援
を

専
門
職
が
集
中
的
に
行
い
、
自
立
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支

援
す
る
講
座
を
開
催
し
、
徘
徊
に
よ

る
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
の
た

め
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

A
E
D
貸
し
出
し
可
能
に

す
べ
き

地
域
や
各
団
体
な
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
時
の
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
、

市
民
向
け
に
A
E
D
の
貸
し
出
し
が
で
き

な
い
か
。市

や
公
民
館
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
公
共
施
設
の
A
E
D
を
利

用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
貸
し
出
し

が
必
要
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

貸
し
出
し
や
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

情
報
発
信
の
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き

15
日
号
廃
止
分
の
情
報
を
補
完
で
き

る
よ
う
、
広
報
ふ
く
ろ
い
の
紙
面
改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

4
月
1
日
号
か
ら
内
容
を
一
新

し
、
特
集
や
コ
ラ
ム
は
テ
ー
マ
を
掘

り
下
げ
、
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ

ア
ウ
ト
も
変
更
す
る
な
ど
し
て
、
よ

り
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
内

容
と
し
て
い
き
た
い
。

予
定
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
変

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、
目
指
す

方
向
性
は
。

災
害
時
で
も
継
続
し
て
情
報
発

信
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ

ド
化
、
動
画
サ
ー
ビ
ス
や
S
N
S
の

よ
う
な
一
般
へ
普
及
し
て
き
た
新
た

な
機
能
へ
の
対
応
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
も
配
慮
し
た
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
大
き
な
柱
と
し

て
い
る
。
発
信
す
る
情
報
の
鮮
度
や

内
容
の
分
か
り
や
す
さ
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

自
治
体
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国

7
8
7
位
と
下
位
に
あ
る
。

都
市
や
地
域
の
売
り
込
み
を
意
識
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、

本
市
も
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
。

本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、

定
住
人
口
や
移
住
人
口
、
交
流
人
口

な
ど
の
増
加
を
促
す
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

高
橋 

美
博 

議
員

公共施設に設置されているAED

4月からリニューアルされた袋井市ホームページ
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沖
之
川
流
域
の

治
水
対
策
の
検
証

昨
年
10
月
の
台
風
18
号
で
は
、
同
流

域
で
も
広
範
囲
に
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
。
大
谷
川
の
逆
流
防
止
樋
門
の
効
果
な

ど
、
治
水
対
策
は
検
証
さ
れ
た
か
。

こ
の
台
風
で
は
時
間
当
た
り
の

最
大
降
雨
量
68
㎜
、
総
雨
量
3
3
7

㎜
と
い
う
豪
雨
が
短
時
間
に
集
中
し

た
。
同
樋
門
の
上
流
と
下
流
で
は
37

㎜
の
水
位
差
が
観
測
で
き
、
一
定
の

効
果
は
検
証
で
き
た
。

沖
之
川
の
流
下
能
力
が
低
い
こ
と
が

今
回
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
対
策
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

新
旭
橋
か
ら
国
1
バ
イ
パ
ス
付

近
で
局
地
豪
雨
緊
急
対
策
事
業
に
よ

る
護
岸
工
事
を
始
め
た
。
現
況
の
流

下
能
力
は
毎
秒
28
㎥
、
概
ね
2
年
に

1
回
の
雨
に
対
応
し
た
安
全
度
だ

が
、
完
成
す
れ
ば
毎
秒
35
㎥
、
概
ね

5
年
に
1
回
の
雨
に
対
応
可
能
と
な

る
。
引
き
続
き
早
期
完
成
を
県
に
求

め
て
い
き
た
い
。

小
山
鷲
巣
線
の
整
備
計
画
は

小
山
鷲
巣
線
の
鷲
巣
地
内
の
道
路
は

狭
あ
い
で
カ
ー
ブ
も
多
く
、
か
ね
て
よ
り

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
整
備
計
画

は
ど
う
か
。

平
成
27
年
度
か
ら
事
業
化
に
向

け
た
準
備
を
始
め
、
地
元
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。
事
業
化
に
あ
た
っ

て
は
危
険
性
や
重
要
性
な
ど
を
考
慮

し
、
効
果
が
早
期
に
期
待
で
き
る
区

間
を
優
先
し
て
整
備
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

寺
田 　

守 

議
員

鈴
木 

弘
睦 

議
員

若
者
の
定
住
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

定
住
化
促
進
を
促
す
支
援
策
な
ど
の

考
え
は
あ
る
か
。

雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
豊
沢

地
区
・
小
笠
山
山
麓
・
三
川
西
山
地

区
な
ど
の
開
発
、
若
者
の
起
業
を
支

援
す
る
取
り
組
み
や
、
U
タ
ー
ン
な

ど
へ
の
支
援
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

仮
称
袋
井
防
災
セ
ン
タ
ー

整
備
の
方
向
性
は

関
係
機
関
と
の
連
携
は
、
ど
の
よ
う

に
取
っ
て
い
く
の
か
。

規
模
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て

は
、消
防
本
部
と
連
携
を
図
り
た
い
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
消
防
団
長
と
消

防
団
員
の
執
務
室
な
ど
を
新
た
に
設

け
、
消
防
団
の
意
向
に
沿
っ
た
施
設

に
な
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

平
和
政
策
と
平
和
教
育
へ
の

取
り
組
み
は

終
戦
か
ら
70
年
の
節
目
の
本
年
、
袋

井
市
と
し
て
平
和
政
策
を
ど
の
よ
う
に
推

進
す
る
の
か
。

平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
市

と
し
て
重
要
な
使
命
で
あ
る
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
世
界
を
築
く
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
関
心
が
高
ま

る
よ
う
に
積
極
的
に
事
業
に
取
り
組

み
た
い
。

台風18号による浸水被害

消防団の非常召集演習
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レ ポ ー ト 平成26年度一般会計・特別会計の補正予算、平成27年度一般会計・特別会計・
企業会計の各予算や、条例の制定・改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

民生文教委員会 総 務 委 員 会

ラグビーワールドカップ日本開催決定のポスター小学校での授業風景

●平成26年度袋井市一般会計補正予算（第6号）
～地方創生推進費（袋井市総合戦略策
定事業）～

　市として総合戦略を絞り込み、特色あ
る施策を進めるとともに、次期総合計画

とリンクさせ進むべきではないか。また、庁内
組織を横断的に活用すべきではないか。

　次期総合計画の基本目標である、子育
て環境の充実、定住化の推進等の中で市

として特色のある施策を模索し、地方創生を戦略
的に行う必要があることから、今後、袋井市版総
合戦略を策定していく。また、体制としては、外
部の有識者からなる会議を設けることや総合計画
作成時と同じ庁内体制で取り組んでいく。

●袋井市部設置条例等の一部改正について

　新たに市長公室を設置するが、その事務
の中に、特命による重要課題の戦略的な推

進に関することと規定されている。具体的にどの
ようなことが挙げられるか。

　地方創生関連事業が中心となってく
る。その他には、袋井商業高校の5年制

化、内陸フロンティア事業、三川西山開発など
は特命事項に入るものと考えている。またラグ
ビーワールドカップのように新たな市の対応や
市政の重要課題が出てきた場合、市長公室で対
応していきたい。

Q

A

Q

A

●平成27年度袋井市一般会計予算
　～生活保護費～

　新規事業である生活困窮者自立相談支援
事業は、どのような相談体制となるのか。

　生活困窮者の自立を推進するため、自
立相談支援事業、住居確保給付金事業及

び家計相談支援事業の3事業を実施する。この
うち、住居確保給付金事業については市が直営
で行い、自立相談支援事業及び家計相談支援事
業は、社会福祉協議会へ委託することで実施し
ていきたい。

●平成27年度袋井市一般会計予算
　～教育振興費～

　袋井版学力調査について、どのような
年間スケジュールで実施し、それをどう

反映していくのか。

　小学校6年生及び中学校3年生が対象
となる学力学習状況調査の実施日に合わ

せて、同日に小学校4年生から5年生及び中学
校1年生から2年生を対象に袋井版学力調査を
実施していきたい。調査は4月に行い、6月に
は各学校に調査の分析結果を送付することで、
1学期末から授業改善への取組みにつなげてい
きたい。

Q

A

Q

A
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常 任 委 員 会

建設経済委員会

まちづくり対策特別委員会
（2/4）

防災対策特別委員会
（2/5、3/18）

　本委員会では、パイオニア（株）静岡工場跡地
への企業進出の状況や、用途地域内農地、田原
協定農地の土地利用の状況について当局から報
告を受けました。
　また、山科東工業団地やパイオニア跡地など
の活用の見通しが進んだことから、新しい工業
用地の確保が課題となっており、かねてより市内
で開発計画の検討を進めていた農用地区域外
（白地）の地区について、工業用地としての適性
を調査した結果について報告を受けました。
　坪単価やインフラ整備状況などの比較と、防
潮堤整備のための盛土材確保の観点から、豊沢
地区が最適であると判断し、早急に開発を進め
るよう当局に要望しました。

　◆政策提言書を市長へ提出しました◆
　防災対策特別委員会では、特に短期的に取り
組むべき防災対策のうち、
①袋井市静岡モデルの整備計画について
②袋井市ふるさと防災寄附金の推進について
③命山の整備について
の3事業を喫緊の課題として捉え、それらをより
強固に推進すべく、提言書の提出に向けて昨年8
月からこれまでに5回の協議を重ねて取り組んで
きました。
　「防災対策に関する提言書」は、特別委員長か
ら議長へ提出しました。これを受け、3月19日に
は議長から市長あてに提出しました。

防潮堤の工事現場

外国人にもPRしたい遠州三山（可睡斎瑞龍閣）

●平成26年度袋井市一般会計補正予算（第6号） 
～地方創生推進費（インバウンド観光
推進事業）～

　外国人観光客に袋井市をPRするに
は、市場調査や旅行業者への売り込みな

ど、積極的な取り組みが必要ではないか。

　東京や名古屋、大阪での観光商談会に
おいて、観光協会や商工会議所、袋井観

光センターと一緒に袋井市の情報発信に努めて
おり、市も独自で東京圏や名古屋圏の旅行業者
を訪問している。今後、日本人観光客はもとよ
り外国人向けのツアーにも組み込んでもらえ
るよう、平成27年度作製するリーフレットや
DVDを活用していきたい。

●平成27年度袋井市一般会計予算
　～土地区画整理費～

　袋井駅南都市拠点土地区画整理事業の
進捗状況はどうか。

　平成26年から地権者の同意の取得を
進めており、現在の同意率は概ね84%

となっている。今後は、26年度中に県への区
画整理組合設立の認可申請をし、27年度に
は、換地にかかる調査に着手したい。

Q

A

Q

A
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　平成27年度は、合併10周年となる節目の年にあたり、予
算編成においても、将来に向けた様々な事業が予定されてい
ます。誰もが健康で、安全に安心して暮らしていけるまちづ
くりに、誤りのなきよう取り組む議会の様子をお伝えしてい
きます。皆様のご意見などお寄せいただけたら幸いです。

編集後記
〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成27年5月1日
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植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

 　2月定例会最終日の3月23日、議会
基本条例を議員提出議案として本会議
に上程し、全員賛成で可決、平成27年
4月1日施行しました。
　議会基本条例は、地方分権が進み、
これまで以上に監視、政策提言等の機
能を強化し、より市民に開かれた議会
が求められていることから、議会及び
議員の活動の原則と責務、市民及び市
長等との関係など、議会の基本的事項
を明らかにするため、最高規範として
制定をしたものです。
　袋井市議会では、議会改革特別委員
会が中心となり素案を作成し、市民の
皆様方へのパブリックコメントなどを
経て、今回の条例の制定に至りました。
条例全文は、市議会ホームページで公
表しているほか、議会事務局（市役所5
階）でも配布しております。

袋井市議会基本条例を制定

　袋井市議会は、市民に対してより開かれた議会であることを目指すとともに、市
政及び議会活動に対する市民の理解を深めていただくことを目的として、次のとお
り議会報告会を開催します。事前の申込みは不要です。多くの皆様の御参加をお待
ちしております。

1　日　時　平成27年5月17日（日）午後7時から

2　会　場　メロープラザ2階　会議室3

3　内　容
　　（1）　議会基本条例の制定について
　　（2）　民生文教委員会から市当局への意見書について
　　（3）　防災対策特別委員会から市当局への政策提言について

第 2 回 議 会 報 告 会 を 開 催 し ま す

5月臨時会・6月定例会のお知らせ

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室

【時 間】午前9時から

【日 程】

 <5月臨時会>

 5月 18日（月） 常任委員選任等

 

<6月定例会>

 6月 2日（火） 開会、議案の説明

  9日（火） 市政に対する一般質問

  10日（水） 市政に対する一般質問

  11日（木） 市政に対する一般質問

  15日（月） 議案の審査（常任委員会）

  16日（火） 議案の審査（常任委員会）

  24日（水） 委員長報告～採決、閉会


